
　（別紙４（２）） 事業所名： グループホーム桜寿

目標達成計画 作成日：　令和2年　　9月 　　8日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成

に要する期
間

1 6

エスケープの危険がある方が何名かいる。
毎日他の利用者の居室に入って窓から外
へ出ようとされる行動目立つ。

家に帰りたいという思いが強い為少しで
も不安な気持ちが和らげるようになって
いただけるようにしたい。

本人になぜ家に帰りたいのか？お薬の調
整は上手くいっているのか？本人との関わ
りは出来ているのか？などを重点的に行い
少しでも落ち着いて過ごして頂ける様な支
援をする。

3ヶ月

2 35

天竜川が近く氾濫した時の避難先が少し遠
く実際では非難するのが困難。

避難先を検討する。(工場、お店)近くに
避難できる高台などがあるか確認する。

まずは近くに高台のある施設があるのか探
してみて実際に利用者を非難させて頂ける
のかを施設の方に確認し了解を得る。 3ヶ月

3 49

現在は感染症拡大防止の為外出を自粛し
ているが利用者にとって外に出れないこと
が辛い。

人ごみ以外で散歩などが出来るところは
短い時間でも外出できるように支援す
る。

一日のなかで15分でもいいから施設周辺を
散歩したり施設庭に出て花壇や畑を見たり
ベンチに座り外の空気や季節を感じてもら
う。

3ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


